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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用環境の改善など一部には明るい兆しが見えるものの、景

気の停滞を打破するべく年初から始まった日本銀行によるマイナス金利政策や政府によるデフレ脱却のための消費

税増税時期の再延期の効果がみえない等依然不透明な状況で推移いたしました。食品業界におきましても、実質賃

金の伸び悩み、個人消費の停滞や低価格・節約志向の高まりから、厳しい市場環境が続いております。

　このような状況の中、当社グループは、昨年実施した価格改定の定着化に努めるとともに、ソースの価値訴求を

継続的に行い、家庭用及び業務用商品の売上げ拡大を図ってまいりました。

　ブルドックソースにおいては、焼く、炒めるなど調理にも使える万能調味料の「うまソース」を昨年リニューア

ルし、ソースの需要拡大を図るべく、女性向け雑誌や各種イベント、ブログ等のソーシャルメディアを積極的に活

用し、うまソースを使ったレシピを提案する販売促進活動を行ってまいりました。

　８月には、発売30周年を迎えたパスタソース「まぜりゃんせ」シリーズの定番「ペペロンチーノ」「たらこ」

「明太子」「梅じそ」をリニューアルするとともに、新たに「ナポリタン」「エビトマト」「アンチョビ」「レモ

ン」「わさび」の５品を発売しました。また、昨今の健康志向を意識した付加価値商品として「糖質・塩分25％カ

ット お好み焼材料セット」を投入し、具入りお好み焼粉市場のユーザー拡大を図ってまいりました。

　イカリソースにおいては、８月に今までにない新しいタイプのお好みソース「イカリ マスタード仕立てのお好み

ソース３００」と「イカリ デミグラス仕立てのお好みソース３００」を新発売し、市場の活性化に努めてまいりま

した。また、低カロリーなノンオイルドレッシングとして高い評価をいただいている野菜のドレスシリーズに、お

客さまからの強いご要望に応えて、「野菜のドレスごま２００」をラインナップに加えました。

　また、10月８日より全国公開された映画『お父さんと伊藤さん』に制作協力したことを記念して、映画オリジナ

ル イカリウスターソースを販売するとんかつ専門店とのタイアップ企画を展開しております。

　業務用商品につきましては、中食や惣菜売場を中心としたメニュー提案を積極的に行うとともに、企業間連携や

組織で取り組む企画提案型営業を強化し、さらなる新規ユーザーの獲得に努めてまいりました。

　以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は85億１百万円（前年同期比1.0％増）となりました。利

益面につきましては、販売価格改定による値上げ効果並びに経営全般にわたる効率化に努めた結果、営業利益は５

億７千２百万円（前年同期比34.8％増）、経常利益は６億９千３百万円（前年同期比11.5％増）、親会社株主に帰

属する四半期純利益は４億６千１百万円（前年同期比14.2％増）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ５億２千１百万円増加し、241億９千２百万円

となりました。

　流動資産につきましては、現金及び預金の増加などにより、前連結会計年度末に比べて１億６千万円増加し、93

億４百万円となりました。

　固定資産につきましては、無形固定資産や投資有価証券の増加などにより、前連結会計年度末に比べて３億６千

万円増加し、148億８千８百万円となりました。

当第２四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べて１億８千３百万円増加し、59億６千８百万円

となりました。

流動負債につきましては、その他に含まれる未払金の増加などにより前連結会計年度末に比べて１億２千７百万

円増加し、35億２千８百万円となりました。

　固定負債につきましては、その他に含まれるリース債務の増加などにより、前連結会計年度末に比べて５千５百

万円増加し、24億３千９百万円となりました。

純資産は、利益剰余金の増加などにより、前連結会計年度末に比べて３億３千７百万円増加し、182億２千４百万

円となりました。

　

（キャッシュ・フローの状況）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ１億４千万円増加し、42億

３千４百万円となりました。なお、当第２四半期連結累計期間における連結キャッシュ・フローの状況は以下の通り

であります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、５億３千４百万円の収入（前年同期は、２億９千９百万円の収入）となり

ました。

　これは主に、法人税等の支払額１億７千３百万円がありましたが、税金等調整前四半期純利益６億８千８百万円な

どによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、１億９千７百万円の支出（前年同期は、４億８百万円の支出）となりまし

た。

　これは主に、有形固定資産の取得による支出９千５百万円や投資有価証券の取得による支出１億３千１百万円など

によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、１億９千６百万円の支出（前年同期は、２億８千３百万円の支出）となり

ました。

　これは主に、長期借入金の返済による支出３千９百万円や配当金の支払額１億３千６百万円などによるものです。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

通期の業績予想につきましては、本日公表しております「第２四半期(累計)業績予想値と実績値との差異及び通

期業績予想の修正に関するお知らせ」を参照してください。



ブルドックソース株式会社(2804) 平成29年３月期 第２四半期決算短信

― 4 ―

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応

報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属

設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

（４）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。

　

（役員報酬ＢＩＰ信託に係る取引について）

当社は、取締役（社外取締役、監査等委員である取締役及び国外居住者を除く。以下同じ。）を対象に、信託を

通じて自社の株式を交付する取引を行っております。

①取引の概要

当社は、平成28年６月28日開催の当社第91回定時株主総会決議に基づき、中長期的な視点で株主と利益意識を共

有し、中長期的な視野での業績や株価を意識した経営を動機づけることを目的として、業績連動型の株式報酬制度

（以下「本制度」という。）を導入いたしました。

　本制度では、取締役のうち一定の要件を充足する者を受益者として、当社が当社株式の取得資金を拠出すること

により信託を設定します。当該信託は、予め定める株式交付規程に基づき取締役に交付を行うと見込まれる数の当

社株式を、当社からの第三者割当によって取得します。その後、当該信託は株式交付規程に従い、信託期間中の業

績目標の達成度及び役位に応じて、取締役の退任時等に当社株式の交付を行います。

②信託に残存する当社株式

信託に残存する当社株式を、信託における帳簿価額（付随費用の金額を除く。）により、純資産の部に自己株式

として計上しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数は、当第２四半期連結会計期間において189百万円、

940千株であります。

３．継続企業の前提に関する重要事象等

　該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,104 4,244

受取手形及び売掛金 4,266 4,237

商品及び製品 438 472

原材料及び貯蔵品 91 99

仕掛品 23 23

繰延税金資産 158 158

その他 60 68

流動資産合計 9,144 9,304

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,955 1,953

機械装置及び運搬具（純額） 1,054 1,162

土地 2,711 2,711

その他（純額） 75 69

有形固定資産合計 5,797 5,897

無形固定資産 7 143

投資その他の資産

投資有価証券 8,068 8,218

繰延税金資産 50 48

その他 657 634

貸倒引当金 △53 △53

投資その他の資産合計 8,722 8,848

固定資産合計 14,527 14,888

資産合計 23,671 24,192
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,661 1,635

1年内返済予定の長期借入金 79 79

未払法人税等 185 244

未払費用 1,095 960

賞与引当金 171 188

その他 206 420

流動負債合計 3,401 3,528

固定負債

長期借入金 440 400

繰延税金負債 843 849

長期未払金 166 165

退職給付に係る負債 908 874

役員株式給付引当金 - 13

その他 25 137

固定負債合計 2,384 2,439

負債合計 5,785 5,968

純資産の部

株主資本

資本金 1,044 1,044

資本剰余金 2,564 2,564

利益剰余金 13,075 13,241

自己株式 △535 △376

株主資本合計 16,149 16,474

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,759 1,770

退職給付に係る調整累計額 △22 △20

その他の包括利益累計額合計 1,737 1,750

純資産合計 17,886 18,224

負債純資産合計 23,671 24,192
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 8,412 8,501

売上原価 4,097 4,042

売上総利益 4,315 4,458

販売費及び一般管理費 3,890 3,885

営業利益 425 572

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 91 110

投資有価証券売却益 106 -

その他 6 15

営業外収益合計 204 125

営業外費用

支払利息 4 3

その他 3 1

営業外費用合計 7 4

経常利益 621 693

特別損失

固定資産除却損 2 5

災害による損失 8 -

特別損失合計 11 5

税金等調整前四半期純利益 610 688

法人税等 206 226

四半期純利益 404 461

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益 404 461
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純利益 404 461

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △115 11

退職給付に係る調整額 △4 1

その他の包括利益合計 △120 12

四半期包括利益 284 474

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 284 474

非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 610 688

減価償却費 254 234

賞与引当金の増減額（△は減少） △10 16

役員株式給付引当金の増減額（△は減少） - 13

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 12 △32

受取利息及び受取配当金 △91 △110

支払利息 4 3

固定資産除売却損益（△は益） 2 5

投資有価証券売却損益（△は益） △106 -

売上債権の増減額（△は増加） 7 29

たな卸資産の増減額（△は増加） △9 △41

仕入債務の増減額（△は減少） 11 △26

未払費用の増減額（△は減少） △152 △135

その他 △88 △44

小計 443 600

利息及び配当金の受取額 91 110

利息の支払額 △7 △3

法人税等の支払額 △230 △173

法人税等の還付額 1 0

営業活動によるキャッシュ・フロー 299 534

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △358 △95

投資有価証券の取得による支出 △399 △131

投資有価証券の売却等による収入 367 -

その他 △17 29

投資活動によるキャッシュ・フロー △408 △197

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 100 -

長期借入金の返済による支出 △239 △39

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △136 △136

その他 △6 △20

財務活動によるキャッシュ・フロー △283 △196

現金及び現金同等物に係る換算差額 - -

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △391 140

現金及び現金同等物の期首残高 4,124 4,094

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,733 4,234
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（セグメント情報等）

　当社グループは、ソース類の製造販売事業を単一の報告セグメントとしており、その他の事業については、重要

性が乏しいため記載を省略しております。


